
　研究　グラフの移動
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３　２次関数の最大と最小

関数のグラフを利用すると，関数の値の変化の様子を知ることができる。

ページでは，次関数のグラフをもとにして，関数の最大値，最小値につ

いて学んだ。ここでは，次関数のグラフをもとにして，次関数の最大と

最小，更に，定義域に制限がある場合の最大と最小について学ぼう。そ

して，最大・最小の応用として，日常に現れる数量の関係を関数として表し，

その最大値や最小値を求めてみよう。
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　　定義域に制限がある場合の最大と最小
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